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4 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　４月５日、町立認定こども園等の３園で入園式が行われ、103 人が園生活のスタートを切り
ました。
　浜坂認定こども園では、色鮮やかな春の花々が園庭に咲き誇る中、45人の新入園児が保護者
に手をひかれて元気に登園しました。入園式では、松崎より子所長が「先生やお友達といっぱ
い遊んだりお話ししたりしましょう」とあいさつ。その後、在園児と一緒になって「チューリッ
プ」などを歌い、新しい門出を祝いました。
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町政のうごきから

　

昨
年
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
学
術

会
議
「
湯
村
会
議
」
が
本
町
で
開
催
さ
れ
、

我
が
町
の
地
域
資
源
で
あ
る
温
泉
と
美
し

い
自
然
を
、
国
内
は
も
と
よ
り
東
ア
ジ
ア

等
の
世
界
に
情
報
発
信
し
、
大
き
な
成
果

を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
緊
急
経
済

対
策
に
基
づ
く
大
型
補
正
予
算
の
編
成
を

行
い
、
防
災
対
策
、
暮
ら
し
の
安
心
、
地

域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
大
型
補
正
予
算
と
一

体
的
に
「
15
か
月
予
算
」
と
し
て
積
極
的

な
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
①
産
業
振

興
・
雇
用
の
創
出
、
②
若
者
定
住
、
③
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
交
流
人

口
の
拡
大
に
向
け
た
「
元
気
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
継
続
し
、
将
来
に
向
け
て

夢
と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
町
が
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
「
エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
」

に
基
づ
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

補
助
を
充
実
さ
せ
、
新
た
に
小
型
水
力
・

風
力
発
電
な
ど
、
き
め
細
か
な
補
助
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
温
泉
を
利
用
し
た
バ
イ

ナ
リ
ー
発
電
施
設
・
蓄
電
池
施
設
を
整
備

し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
消
防
車
両
の
更
新
、
防
火
水

槽
の
整
備
に
加
え
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
機
能
強

化
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
整
備
・
機
器
更
新
）
を

図
り
、
非
常
時
の
対
応
に
備
え
ま
す
。
冬

季
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
除
雪
車
も
購

入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
等
の

医
療
機
関
や
社
会
福
祉
施
設
へ
の
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す
る
な
ど
、
町
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
予
算
と
し
ま
し
た
。 

　

予
算
の
概
要

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
で
は

97
億
４
，
５
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
を
加
え
た

全
体
で
は
１
６
９
億
９
，
８
５
９
万
円
と

し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、地
域
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
で
き
る
限
り
心
を
寄
せ
た「
生
活
の
安
心
対
策
」と
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
た
「
地
域
産
業
の
活
性
化
」
を
重
点
施
策
と
し
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
た
「
明
日
の
〝
安
心
・
元
気
〟
づ
く
り
予
算
」
と
し
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
の
活
力
を
維
持
し
、
将
来
に
向
け
て
夢
と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
と
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
〝
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
〟
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
予
算
概
要

  
― 

明
日
の〝
安
心
・
元
気
〟づ
く
り
予
算 

―

総
額
約
１
７
０
億
円

一般会計（歳入）

地方交付税
48億 1,900 万円
49.5％

町税
14億 276 万円
14.4％

町債
11億 1,649 万円
11.5％

県支出金
6億 6,048 万円
6.8％

分担金及び負担金
7,363 万円
0.7％

使用料及び
手数料
2億 3,440 万円
2.4％

国庫支出金
5億 4,535 万円
5.6％

諸収入
3億 6,801 万円
3.8％

繰入金
2億 1,687 万円
2.2％

地方譲与税
1億 440 万円
1.1％

地方消費税
交付金
1億 3,290 万円
1.4％

自動車
取得税
交付金
3,320 万円
0.3％

地方特例
交付金
480 万円
0.1％

財産収入
1,981 万円
0.2％

その他
1,290 万円
0.0％

歳入合計
97 億 4,500 万円

H25（2013）.4.11
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会計別の予算額
（単位：万円、％）

会　計　名 予算額 前年度対比
一　般　会　計 974,500 △ 3.4

特　

別　

会　

計

国
民
健
康
保
険
事
業

（事業勘定） 193,893 △ 0.1
（照来診療所施設勘定） 4,200 △ 7.6
（八田診療所施設勘定） 3,451 △ 18.8
（歯科診療所施設勘定） 6,152 △ 7.7

介護保険事業 165,436 10.0
浜坂地区残土処分場事業 6,351 △ 20.6
温泉地区残土処分場事業 2,667 50.7
コミュニティ・プラント事業 9,952 △ 0.9
簡易水道事業 － 皆減
七釜温泉配湯事業 1,015 37.2
下水道事業 89,045 △ 0.7
後期高齢者医療 20,574 1.4

計 502,736 1.2
公
営
企
業
会
計

浜坂温泉配湯事業 6,230 △ 7.0
水道事業 61,494 5.2
公立浜坂病院事業 154,899 △ 2.5

計 222,623 △ 0.6
合　計 1,699,859 △ 1.7

◇
歳
入　

町
税
は
、
個
人
所
得
の
減
少
、

固
定
資
産
の
評
価
額
修
正
等
に
よ
り
、
総

額
14
億
２
７
６
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
地
方
公
務
員
給
与
費

臨
時
特
例
に
よ
る
減
額
を
見
込
み
ま
し

た
。
一
方
で
「
地
域
の
元
気
づ
く
り
推
進

費
」
の
増
額
を
見
込
み
、
総
額
48
億
１
，

９
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
残
高
と
後
年
度
償
還
に
留
意

し
な
が
ら
、適
債
事
業
を
厳
選
し
ま
し
た
。

特
に
、
過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
後
年

度
に
交
付
税
措
置
さ
れ
、
負
担
が
少
な
い

有
利
な
起
債
発
行
に
努
め
ま
す
。

◇
歳
出　

一
般
行
政
経
費
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
た
め
、
一
定
の
枠
配
分
（
シ
ー

リ
ン
グ
）
に
基
づ
い
た
削
減
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
特
に
、
人
件
費
は
、
定
員
適
正

化
計
画
に
基
づ
く
改
革
を
着
実
に
実
行
す

る
た
め
、
退
職
者
の
補
充
抑
制
に
よ
り
総

額
８
，
１
５
０
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
町
総
合
計
画
・
過
疎

計
画
等
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
予
算
計
上

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
の
道
整
備
交

付
金
等
の
財
源
を
最
大
限
活
用
し
、
限
ら

れ
た
財
源
の
範
囲
内
で
、
投
資
効
果
、
必

要
性
な
ど
か
ら
優
先
順
位
を
検
討
し
、
事

業
の
取
捨
選
択
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
町
民
の
安
全
・
安
心
、

防
災
・
減
災
対
策
を
基
本
と
し
た
事
業
を

中
心
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

土木費
6億 6,287 万円 6.8％

総務費
10億 7,819万円
11.1％

一般会計（歳出・目的別）

民生費
20億 3,832万円
20.9％

衛生費
11億 4,222万円
11.7％

労働費
1,847 万円 0.2％

農林水産業費
5億 6,934 万円 5.8％

商工費
4億 3,352 万円 4.5％

消防費
5億 4,995 万円
5.6％

教育費
7億 612 万円
7.3％

公債費
16億 1,957万円
16.6％

諸支出金
7億 9,282 万円
8.1％

災害復旧費
1万円
0.0％

予備費
2,500 万円
0.3％

議会費
1億 860 万円
1.1％

一般会計（歳出・性質別）
人件費（17.6％）
17億 1,785 万円
特別職や一般職の給
与などの経費

物件費（17.5％）
17億 188 万円
施設の管理費や物品
の購入などの経費

扶助費（7.4％）
7億 2,974 万円
医療費や児童手当な
どの経費

補助費等（15.7％）
15億 2,591 万円
各種団体への補助金
などの経費

普通建設事業費（10.7％）
10億 3,675 万円
公共施設の建設など
の経費

公債費（16.6％）
16億 1,957 万円
借入金（町の借金）
の返済金

繰出金（11.9％）
11億 5,815 万円
特別会計への繰出金

その他（2.6％）
2億 5,515 万円

歳出合計
97 億 4,500 万円
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◇
補
助
対
象
者

▪
町
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
が
居
住

す
る
住
宅
（
店
舗
、
事
務
所
等
と
の

兼
用
住
宅
を
含
む
）
に
対
象
設
備
を

設
置
す
る
方
、
ま
た
は
対
象
設
備
が

設
置
さ
れ
た
住
宅
を
購
入
す
る
方

▪
町
内
の
事
業
所
ま
た
は
共
同
利
用
施

設
に
小
型
風
力
発
電
設
備
、
小
水
力

発
電
設
備
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利

用
設
備
（
薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

等
）
を
設
置
す
る
方

◇
募
集
期
間

　

４
月
11
日
（
木
）
～

　
　
　
　

平
成
26
年
３
月
20
日
（
木
）

　

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

◇
対
象
工
事
の
着
手
・
完
了

▪
補
助
交
付
決
定
日
以
降
に
着
手
ま
た

は
住
宅
の
引
き
渡
し
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

▪
実
績
報
告
書
を
平
成
26
年
３
月
末
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
書
類

　

企
画
課
、
温
泉
総
合
支
所
に
置
く
ほ

か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
申
請
・
問
合
せ
先

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

対象設備 要件等 補助金額

太陽光発電システム 

・太陽光発電協会（J-PEC）への補助金申込みをさ
れた方

・電力会社と電灯契約を締結できるもの
・設備経費が1kw当たり55万円以下（税抜）のもの

１kw当たり 5万円
　（限度額 20万円）
※町外業者が施工の場合は
　１kw当たり 3万円
　（限度額 12万円）

小型風力発電施設

・発電機の定格出力が 100 ワット以上の施設
・強風時における安全対策が施されているもの
・騒音等への対策が施されているもの
・容易に人が接触することがないよう措置が講じ
られていること

設置経費の 10分の 1
　（限度額 10万円）

薪ストーブ、
ペレットストーブ

・薪、ペレットを燃料とするストーブ
・直接的に暖房に供するもの

設置経費の 5分の 1
　（限度額 5万円）

薪ボイラー、
ペレットボイラー

・薪、ペレットを燃料とするボイラー 設置経費の 5分の 1
　（限度額 10万円）

太陽熱温水器
・貯湯量 100 リットル以上のもの
・一般に販売されているもの

設置経費の 10分の 1
　（限度額 2万円）

その他町長の認める
再生可能エネルギー設備

・小型水力発電等再生可能エネルギーを利用した
発電設備等であって、町長の認めるもの

設置経費の 5分の 1
　（限度額 20万円）

※いずれの設備も未使用品であること（その他詳細についてはお問い合わせください）

◇補助対象設備・要件等

再生可能エネルギー導入促進事業費補助金
平成 25 年度から補助対象設備を拡大しました！

　新温泉町では、循環型社会への取組の意識を高め、環境
にやさしく自立したまちづくりを進めるため、さまざまな
再生可能エネルギー等利用システムを設置される方に補助
金を交付します。今年度からは新たに小型風力発電設備、
小水力発電設備、木質バイオマス熱利用設備、太陽熱温水
器など補助対象を拡充します。ぜひご利用ください。
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講
演
で
村
岡
教
授
は
、
地
熱
発
電
の

特
徴
や
そ
の
現
状
な
ど
を
紹
介
。
ほ
と

ん
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
依
存
し
て
い
る
が
、
地
熱
だ
け

地
球
内
部
の
熱
に
依
存
し
て
い
る
特
徴

を
説
明
し
、
長
所
に
は
、
季
節
や
天
候

に
左
右
さ
れ
ず
24
時
間
運
転
で
き
、
非

常
に
安
定
し
て
い
る
点
、
短
所
に
は
、

地
下
資
源
の
た
め
開
発
に
リ
ス
ク
が
伴

う
点
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
熱
開
発
に
よ
る
既
存
の
温

泉
と
摩
擦
を
起
こ
し
に
く
く
す
る
た
め

に
、
浴
用
温
度
よ
り
上
の
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
を
行
い
、
残
り
湯
を
浴
用

に
利
用
す
る
温
泉
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
ま
し

た
。

　

本
町
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
導
入
を
図
る
と
と
も
に
、
町
の
特

徴
的
な
財
産
で
あ
る
「
温
泉
」
を
活
用
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
本
年
度
、
湯
村
温
泉
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
薬
師
湯
に
バ

※

イ
ナ
リ
ー
発
電
施

設
を
整
備
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
推
進
に
さ
き
が
け
て
、
３
月
４
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
「
地
熱
利
用

と
温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
地
熱
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
本
の
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
第
一
人
者
で
あ
る
弘
前
大
学
の
村
岡
洋
文
教
授
の

講
演
や
、
湯
村
温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
事
業
調
査
結
果
の
概
要
が
兵
庫
県
か
ら
報
告

さ
れ
、
約
50
人
の
参
加
者
は
、
湯
村
温
泉
の
地
熱
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。　
　
　
　

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

最
後
に
、
新
温
泉
町
に
は
、
大
き
な

火
山
の
扇
ノ
山
と
、
や
や
古
い
カ
ル
デ

ラ
（
火
山
の
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
大

き
な
凹
地
）
が
あ
り
、
こ
の
組
み
合
わ

せ
は
東
北
の
地
熱
利
用
を
行
っ
て
い
る

地
域
と
似
通
っ
て
い
る
の
で
、
近
畿
地

方
で
は
一
番
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、

湯
村
温
泉
で
は
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
が
期

待
で
き
、
そ
の
他
の
地
熱
発
電
の
可
能

性
も
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

太陽光発電システムの設置には　　　　
　国の助成制度も活用ください
　太陽光発電普及拡大センター（J-PEC）では
昨年度に引き続き、平成25年度も住宅への太
陽光発電システム導入支援補助金を交付してい
ます。
　申込みは、４月17日（水）から開始される
予定です。詳しくはお問い合わせください。

　再生可能エネルギー補助金　
　　　　　Q ＆ A

Ｑ　工事費は補助対象となりますか？
Ａ　対象になります。機器購入費を含む設置に
要する経費が補助対象経費となります。

Ｑ　国の補助金も町で申請できますか？
Ａ　できません。補助条件が違うので、それぞ
れの窓口で個別に申請してください。

Ｑ　太陽光発電システムの増設は対象となりま
すか？

Ａ　既設分と増設分を合わせて太陽電池の公称
最大出力、またはパワーコンディショナの定
格出力のいずれか一方が 10kW未満であれ
ば、対象になります。ただし、増設の場合で
も、太陽電池モジュールと、パワーコンディ
ショナをともに設置することが条件です。 ◆問合せ

　一般社団法人　太陽光発電協会
　℡（０４３）２３９‐６２００

◆問合せ
　企画課　広報情報係　℡ 82-5624

平成 25 年度の補助金額
１kw 当たりの

補助対象経費（税抜）
１kw 当たりの

補助金単価

41 万円以下 ２万円

50万円以下 1万５千円

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り　

地
熱
講
演
会
を
開
催村岡洋文教授

※バイナリー発電：温泉熱で沸点の低い媒体（例：ペンタン、沸点36℃）を加熱・蒸発させ、媒体蒸気でタービンを回して発電するもの。
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住
宅
改
修
等
に
か
か
る　

　
　

助
成
制
度
の
説
明
会

　

住
宅
の
取
得
や
改
修
な
ど
に
か
か
る

町
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象　

住
宅
関
連
施
工
業
者
、
制
度

に
関
心
の
あ
る
方

▼
と
き　

4
月
19
日
（
金
）、22
日
（
月
）

　

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
開
催

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　
　
　
　
　

１
階
会
議
室

▼
内
容　

住
宅
新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、

耐
震
改
修
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
な
ど
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

―
問
合
せ
―

　

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５

定
住
促
進
住
宅
取
得
助
成　

　

制
度
も
継
続
し
て
い
ま
す

　

町
内
の
若
者
定
住
、
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

の
た
め
、
住
宅
新
築
や
増
改
修
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
方

◇
町
内
在
住
の
満
45
歳
未
満
の
方

◇
申
請
か
ら
３
か
月
以
内
に
町
内
に
居

住
さ
れ
る
方

※
要
件
や
助
成
金
額
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

水回りの改修や公共下水道接続工事などに活用ください

　    住宅リフォーム補助金
住宅の簡易耐震診断が無料でできるようになりました！

　　簡易耐震診断推進事業新規事業
自己負担無料

　わが家の安全性を確認し、耐震化を進める「簡易
耐震診断推進事業」の個人負担額を平成 25 年度か
ら無料としました。この事業では、町が「簡易耐震
診断員（建築士）」を派遣して調査や診断を行い、
住宅の耐震性の評価、耐震改修のアドバイスなどを
まとめた報告書を作成します。
◆対象住宅　町内にある住宅で、昭和 56 年 5 月
31日以前に着工（建築）されたもの
※工法や構造で対象外の場合が
　あります。
◆個人負担額　無料
※診断経費 3万円を町が全額負担
◆申込方法　建設課に備え付けの耐震診断技術者名
簿に登録の診断員（建築士）の内諾を受け、建設
課に申込みください。

◆申込期限　12月 27日（金）
◆耐震性が低いと診断された場合　一定の条件を満
たした場合は、県の「わが家の耐震改修促進事業」
で耐震改修計画策定費や耐震改修工事費の一部が
助成されます。また、耐震改修工事をされる方に
は、町の上乗せ補助もあります。
　　耐震診断・耐震改修を実施し、地震に耐えるこ
とのできる住まいづくりを目指しましょう。

◆申込み・問合せ
　建設課　地域整備係　℡ 82-3115

　住宅環境の向上と地域の経済振興を目的に、住宅
のリフォーム費用の一部を助成します。
◆対象となる工事　住宅の改修 ･補修、水回りの改
修、サッシ等の交換、クロス張替、オール電化な
ど
※電気製品や家具 ･業務設備等の購入設置は対象外
◆対象者　次のいずれも満たしている方
①町内に住所を有する方
②改修について他の助成金を
　町から受けていない方
③町税を滞納していない方
◆要件　次のすべて満たしていること
①町内に店舗等を有する業者を利用して施工するこ
と（自社の施工を除く）
②工事費用が 50万円を超えるもの
※店舗、賃貸住宅、解体のみの工事は対象外
◆補助金の額　工事費用の 1/10（上限 10万円）　
◆申請手続き　工事施工の前に町に申請する必要が
あります。
◇申請するとき…施工前に申請書（見積書写し・位
置図・施工前写真を添付）を提出
◇請求するとき…完成後に実績報告書（領収書写し・
完成後写真を添付）を提出

◆申請・問合せ
　商工観光課　商工振興係　℡ 82-5625

住宅のリフォーム・耐震改修を支援します
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

437-7　一本松農地復旧
工事 岸田

復旧延長 19m、
コンクリートブロック積工　面
積 50㎡、法面工　面積 18㎡

2,572,500  平成 25年 2月 19日～  平成 25年 3月 31日 山村建設工業㈲

（都）浜坂駅港湾線街路
事業関連配湯管移設工事
（その３）

芦屋
配湯管布設工
φ 125　延長 70.9m
温泉管分岐工 2 箇所

6,510,000  平成 25年 3月 7日～  平成 25年 3月 29日 株本建設工業㈱

（平成 25年 2月 16日～平成 25年 3月 15日契約分）

　

新
温
泉
町
が
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

６
０
０
日
を
１
月
21
日
に
達
成
し
、
３

月
21
日
、
兵
庫
県
交
通
安
全
対
策
委
員

会
（
会
長
・
井
戸
敏
三
知
事
）
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
交
通
安
全
対
策
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
市
町
の
功

績
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
本
町
の
表
彰

は
平
成
23
年
１
月
22
日
の
達
成
以
来
、

２
回
目
と
な
り
ま
す
。
同
年
６
月
１
日

に
、
１
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
翌
６
月
２
日
か
ら
平
成
25
年
１

月
21
ま
で
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
。
住

民
の
皆
さ
ん
が
交
通
安
全
に
心
が
け
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

表
彰
の
伝
達
に
訪
れ
た
兵
庫
県
交
通

安
全
室
の
三
宅
佳
史
室
長
は
、「
地
道

な
活
動
が
な
い
と
な
か
な
か
達
成
は

難
し
い
。
次
は
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

９
０
０
日
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
岡
本

町
長
は
、「
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

引
き
続
き
交
通
安
全
の
啓
発
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
現
在
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
を
更
新
中
で
す
。
今
後
も
交
通
安
全

に
心
が
け
て
い
た
だ
き
、
９
０
０
日
、

１
２
０
０
日
と
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

　４月６日から 15日までの 10日間、「春
の全国交通安全運動」を実施しています。
　新入学児童等の交通ルールや交通マナー
の習得と、交通死亡者の半数近くを占める
高齢者に対応するため「子どもと高齢者の
交通事故防止」を運動の基本として、広報・
啓発活動を展開しています。一般の運転者
の方は、子どもや高齢者を思いやる運転に
心がけ、交通事故を防止しましょう。

―  運動重点  ―

◇自転車の安全利用の推進
　自転車は道路交通法上、自動車やバイク
と同じ「車両」と規定されています。正し
いルールを守り、安全に自転車を利用しま
しょう。
◇飲酒運転の根絶
　飲酒運転は犯罪です。飲酒運転追放を実
践しましょう。
◇全ての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底
　後部座席のシートベルトの着用率は
33.1％にとどまっています。後部座席も道
路交通法で着用が義務づけられています。
◇夕暮れ時の交通事故防止
　運転者は早めのライト点灯、歩行者等は
明るい服装、反射材用品等を着用して、交
通事故を防止しましょう。

春の全国交通安全運動を展開中

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係

　

℡
82
‐
５
６
２
１

　

交
通
死
亡
事
故
抑
止
６
０
０
日
達
成

　
 

県
交
通
安
全
対
策
委
員
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た

三宅交通安全室長（左）から表彰の伝達を受け
た岡本町長（右）
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新
温
泉
町
民
歌
発
表
会
を
開
催

未
来
へ
つ
な
ぐ
「
心
の
歌
」
を
目
指
し

町
民
歌
・
町
民
音
頭
を　

　
　
　

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
町
へ

の
誇
り
や
愛
着
、
一
体
感
を
感
じ
て
い

た
だ
き
、
豊
か
な
自
然
や
故
郷
へ
の
思

い
を
末
永
く
愛
唱
い
た
だ
く
た
め
「
新

温
泉
町
民
歌
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
「
心
の

歌
」
と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
町
民
歌
と
町
民
音
頭
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

で
お
聴
き
い
た
だ
け
ま
す
。

※
企
画
課
と
温
泉
総
合
支
所
で
CD
も
販

売
し
て
い
ま
す
。（
１
枚
５
０
０
円
）

町
民
音
頭
の
踊
り
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

　

町
民
音
頭
の
踊
り
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
何
名
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
個
人
や
団
体
、
地
域
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
参
加
無
料
）

◆
4
月
25
日
（
木
）

　

会
場　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

◆
４
月
26
日
（
金
）

　

会
場　

町
民
セ
ン
タ
ー　

集
会
室

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

―
問
合
せ
―　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

３
月
29
日
、
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
で
「
新
温
泉
町
民
歌
発
表
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
町
内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
町
民
歌
の
発
表
や
同
時
制
作
さ
れ

た
町
民
音
頭
、
音
頭
に
合
わ
せ
た
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
２
０
０
人
を
超
え
る
来
場

者
と
と
も
に
、
町
の
新
し
い
歌
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
曲
家
の
西
村
光
司
さ
ん
、
作
詞
家
の
中
谷
純
平
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

感
謝
状
の
贈
呈
や
西
村
さ
ん
に
よ
る
町
民
歌
の
歌
唱
指
導
も
行
い
ま
し
た
。

▲コーラスグループによる
　　　　　　　　新温泉町民歌の披露
「混声合唱団“しおかぜ”」「ゆむら女声コ
ーラス」「浜坂リリーズ」のメンバーが、
町民歌発表会のため、初めて合同で歌
声を披露しました。
　指揮の井上小恵子先生が、町民歌を
男性のコーラスパート含めた４部合唱
にアレンジされ、やさしいメロディと、
雄大なハーモニーが会場に響きました。

▲制作者への感謝状の贈呈
作曲家の西村さん、作詞家の中谷さんに、歌の制作とまち
づくりへの貢献をたたえ、感謝状を贈呈しました。

▲会場の全員で合唱
西村さんの指揮により会場全員で合唱。コーラスグループと
西村さん、参加の皆さん全員の歌声が会場全体に響き渡りま
した。

▼

新
温
泉
町
民
音
頭
の
発
表
と
踊
り
の
披
露

町
民
歌
と
同
時
に
制
作
し
た
町
民
音
頭
も
発

表
。
制
作
者
で
歌
手
の
西
村
光
司
さ
ん
が
軽

快
な
テ
ン
ポ
で
歌
い
上
げ
、
振
り
付
け
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た「
音
羽
菊
康
会
」の
皆
さ
ん

が
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
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福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
か
ら
福
島
県
の
子
ど

も
た
ち
を
守
り
、
健
や
か
な
成
長
と
学
び
を
支
援
す

る
活
動
を
進
め
て
い
る
民
間
団
体
「
ふ
く
し
ま
キ
ッ

ズ
実
行
委
員
会
」
に
よ
る
２
０
１
３
春
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、「
新
温
泉
町
い
な
か
体
験
協
議
会
」（
小
畑
和

之
会
長
）
が
県
内
で
初
め
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
夏
に
、
学
校
の
長
期
休
暇
に
合
わ
せ

て
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
全
国
各
地
に
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
本
町
に
は
、
３
月
24
日
か
ら
28
日
ま

で
の
５
日
間
、
17
人
の
小
学
生
が
訪
れ
、
町
内
の
９

世
帯
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
総
勢
約
20
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
、
諸
寄
漁
港
で
の
魚
の
調
理

体
験
や
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
見
学
の
ほ
か
、

但
馬
牧
場
公
園
で
の
但
馬
牛
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
で
の
温
泉
体
験
を
通
じ

て
、
地
元
小
学
生
と
の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
28
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

お
別
れ
会
で
は
、
参
加
児
童
一
人
ひ
と
り
が
お
世
話

に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
新
温
泉
町
に
来

た
い
」
な
ど
の
感
想
も
話
し
て
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
は
、「
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ

て
、
い
つ
か
ま
た
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
な
ど
、
参
加
児
童
の
健
や
か
な
成
長
と
再
会
を

望
む
言
葉
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

休
み
期
間
中
だ
け
で
も
思
い
っ
き
り
遊
ば
せ
て
あ
げ
た
い

 
福
島
県
の
子
ど
も
た
ち
が
新
温
泉
町
を
満
喫

▲但馬牛のブラッシングを初体験▲足湯につかってひと休み

▲本町特別町民で実行委員会特別賛同人の吉永小百
合さんから、メッセージが寄せられました

▲自分たちで調理した魚を美味しくいただきました

リフレッシュパークゆむらで地元小学生と交流

▲ホストファミリーとのお別れ会。最後まで元気いっぱいの子どもたち
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新
温
泉
町
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

　

町
で
は
、
職
員

109
人
の
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。

〈
人
事
異
動
の
主
な
考
え
方
〉

①
組
織
・
機
構
改
革
の
方
針
に
基
づ

き
、
総
合
力
の
向
上
と
組
織
の
ス

リ
ム
化
を
図
り
ま
し
た
。

◇
課
・
係
の
統
合
再
編

　

16
課
→
15
課
、
33
係
→
32
係

◇
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
健

康
福
祉
課
」を
設
置
し
、
課
の
総
合

調
整
役
と
し
て
副
課
長
を
配
置

◇
人
権
啓
発
を
、
人
権
教
育
を
所
管

す
る「
生
涯
教
育
課
」に
統
合
し
、

副
課
長（
人
権
推
進
室
長
）を
配
置

◇
こ
ど
も
の
育
成
に
関
す
る
施
策
を

一
体
的
に
推
進
す
る
、「
こ
ど
も

教
育
課
」を
設
置

②
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
を
図

る
た
め
、定
員
適
正
化
を
進
め
ま
す
。

　

職
員
総
数
を
11
人
削
減

＊
異
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
〔　

〕
内
は
前
任

◇
総
務
課

▼
副
課
長
兼
管
財
係
長
（
電
算
担
当
）

　

西
村
徹
〔
副
課
長
兼
人
権
推
進
室

長
（
医
療
対
策
担
当
）〕
▼
副
課
長
兼

総
務
係
長
（
人
事
担
当
）　

松
原
眞
紀

江
〔
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
人
事
担

当
）〕
▼
管
財
係
長
（
管
財
担
当
）　

島

木
正
和
〔
税
務
課
課
税
係
長
（
住
民
税

担
当
）〕
▼
総
務
係
長
（
秘
書
担
当
）　

松
本
晃
〔
主
査
〕

◇
企
画
課

▼
課
長　

田
中
雅
樹
〔
課
長
兼
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
室
長
〕
▼
主
査　

小
谷

英
寿
〔
福
祉
課
主
査
〕

◇
税
務
課

▼
課
長
補
佐
兼
収
税
係
長（
総
括
担
当
）

　

北
村
誠
〔
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼

経
理
係
長
（
下
水
道
担
当
）〕
▼
課
長

補
佐
兼
課
税
係
長
（
住
民
税
担
当
）　

水
田
賢
治
〔
町
民
課
課
長
補
佐
兼
環

境
防
災
係
長
（
防
災
担
当
）〕
▼
課
長

補
佐
兼
収
税
係
長
（
浜
坂
担
当
）　

尾

崎
井
千
老
〔
収
税
係
長
（
浜
坂
担
当
）〕

▼
主
査　

西
村
晋
吾
〔
農
林
水
産
課
主

査
〕
▼
主
事　

株
本
輝
彦
〔
採
用
〕

◇
町
民
課

▼
課
長
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長　

西
垣

日
出
樹
〔
福
祉
課
長
兼
ユ
ー
ト
ピ
ア
浜

坂
館
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

兼
浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
〕

▼
課
長
補
佐
兼
戸
籍
年
金
係
長
（
戸
籍

担
当
）　

丸
山
正
明
〔
課
長
補
佐
兼
戸

籍
住
民
係
長
〕
▼
課
長
補
佐
兼
環
境
防

災
係
長
（
防
災
担
当
）　

森
本
彰
人
〔
社

会
教
育
課
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
推
進

係
長
〕
▼
戸
籍
年
金
係
長
（
住
民
担
当
）

　

谷
元
菜
穂
子
〔
主
査
〕
▼
主
査　

丸

岡
勇
輔
〔
健
康
課
主
査
〕

◇
健
康
福
祉
課

▼
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長　

山
本
清

孝
〔
農
林
水
産
課
付
課
長
（
美
方
郡
広

域
事
務
組
合
派
遣
）〕
▼
副
課
長
兼
国

保
医
療
係
長
（
医
療
対
策
担
当
）　

谷

田
善
明
〔
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ

り
副
課
長
〕
▼
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険

係
長　

有
本
か
な
江
〔
健
康
課
課
長
補

佐
兼
健
康
推
進
係
長
（
総
務
担
当
）〕

▼
課
長
補
佐
兼
国
保
医
療
係
長
（
福
祉

医
療
担
当
）　

北
村
佐
登
美
〔
健
康
課

課
長
補
佐
兼
福
祉
医
療
係
長
〕
▼
課
長

補
佐
兼
国
保
医
療
係
長
（
国
保
担
当
）

　

岩
﨑
房
枝
〔
健
康
課
課
長
補
佐
兼
国

保
年
金
係
長
〕
▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
係

長
（
福
祉
担
当
）　

中
井
カ
ツ
子
〔
温

泉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
〕
▼

課
長
補
佐
兼
ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂
館
長　

岡
田
美
昭
〔
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
〕

▼
課
長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長
（
浜
坂

担
当
）　

西
垣
直
子
〔
健
康
課
課
長
補

佐
兼
健
康
推
進
係
長
（
浜
坂
担
当
）〕

▼
課
長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長
（
温
泉

担
当
）　

重
本
栄
〔
健
康
課
健
康
推
進

係
長
（
温
泉
担
当
）〕
▼
介
護
保
険
係

長　

松
岡
宏
典
〔
公
立
浜
坂
病
院
経
理

係
長
〕
▼
福
祉
係
長
（
児
童
福
祉
担
当
）

　

森
田
和
人
〔
福
祉
課
主
査
〕
▼
准
看

護
師　

宮
脇
初
江
〔
福
祉
課
准
看
護
師

（
要
介
護
認
定
調
査
担
当
）〕
▼
主
査　

島
田
秀
則
〔
福
祉
課
主
査
〕
▼
主
査　

福
田
由
紀
江
〔
福
祉
課
主
査
〕
▼
主

査
（
要
介
護
認
定
調
査
担
当
）　

三
谷

香
〔
福
祉
課
主
査
（
要
介
護
認
定
調
査

担
当
）〕
▼
主
査　

平
澤
剛
太
〔
福
祉

課
主
査
〕
▼
保
健
師　

今
村
明
美
〔
健

康
課
保
健
師
〕
▼
保
健
師　

谷
田
景
子

〔
健
康
課
保
健
師
〕
▼
主
査　

西
岡
千

恵
子
〔
税
務
課
主
査
〕
▼
主
事　

田
中

早
耶
香
〔
健
康
課
主
事
〕
▼
保
健
師　

山
根
明
日
香
〔
健
康
課
保
健
師
〕

◇
歯
科
診
療
所

▼
歯
科
診
療
所
長　

小
川
真
史〔
採
用
〕

◇
商
工
観
光
課

▼
課
長
補
佐
兼
商
工
振
興
係
長
（
交
流

担
当
）　

岩
本
孝
次
〔
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
室
課
長
補
佐
〕
▼
主
査　

亀
谷

悦
生
〔
主
査
（
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
地

域
政
策
室
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
派
遣
）〕

◇
農
林
水
産
課

▼
課
長
補
佐
兼
農
政
畜
産
係
長
（
農
政

担
当
）　

長
谷
阪
仁
志
〔
農
業
委
員
会

事
務
局
課
長
補
佐
〕
▼
主
査　

村
尾
雄
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一
郎
〔
健
康
課
主
査
〕
▼
主
査　

小
西

正
広
〔
建
設
課
主
査
〕

◇
建
設
課

▼
管
理
係
長
（
用
地
担
当
）　

石
原
通

孝
〔
総
務
課
管
財
係
長
（
電
算
担
当
）〕

▼
主
査　

高
木
知
宏〔
総
務
課
主
査（
東

日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
派
遣
）〕
▼

主
査　

谷
田
光
晴〔
農
林
水
産
課
主
査
〕

◇
上
下
水
道
課

▼
副
課
長
兼
経
理
係
長
（
水
道
担
当
）

　

西
村
昌
則
〔
課
長
補
佐
兼
経
理
係
長

（
水
道
・
浜
坂
担
当
）〕
▼
課
長
補
佐
兼

経
理
係
長
（
下
水
道
担
当
）　

奥
澤
浩

〔
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
農
政
畜
産

係
長
（
農
政
担
当
）〕

◇
温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

▼
温
泉
総
合
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長

　

中
井
喜
一
〔
温
泉
総
合
支
所
長
（
温

泉
公
民
館
長
兼
務
）〕
▼
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
係
長　

馬
場
昌
美
〔
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
室
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係
長
〕

▼
住
民
係
長
（
環
境
防
災
担
当
）　

小

谷
豊〔
住
民
係
長（
住
民
担
当
）〕▼
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
係
長　

東
康
次
郎
〔
福
祉

課
こ
ど
も
未
来
係
長
〕▼
住
民
係
長（
住

民
担
当
）　

秋
山
佳
代
子
〔
主
査
〕
▼

振
興
係
長
（
財
産
区
担
当
）　

谷
口
薫

〔
主
査
〕
▼
主
事　

山
本
太
一
〔
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
主
事
〕

◇
出
納
室

▼
課
長
補
佐　

小
谷
八
重
美
〔
福
祉
課

課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
〕
▼
係
長
（
支

出
担
当
）　

浅
田
紀
行
〔
主
査
〕

◇
公
立
浜
坂
病
院

▼
経
理
係
長　

村
尾
国
治
〔
企
画
課
主

査
〕
▼
薬
剤
師　

赤
松
紗
奈
江
〔
採
用
〕

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

▼
副
課
長　

西
口
和
枝
〔
学
校
教
育
課

副
課
長
兼
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
〕

◇
こ
ど
も
教
育
課

▼
課
長
兼
浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長　

島
田
信
夫
〔
学
校
教
育
課
長
兼

温
泉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
〕
▼
課

長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長　

清
水
久
代

〔
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務

係
長
〕
▼
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
育
成
係

長　

長
谷
阪
治
〔
学
校
教
育
課
課
長
補

佐
兼
学
校
教
育
係
長
〕
▼
主
査　

鶴
田

昌
利
〔
学
校
教
育
課
主
査
〕
▼
主
査　

中
尾
良
平
〔
学
校
教
育
課
主
査
〕
▼
主

事　

伊
賀
智
史
〔
学
校
教
育
課
主
事
〕

◇
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
所
長　

井
上
弘
〔
総
務
課
課
長
補
佐

兼
管
財
係
長
（
管
財
担
当
）〕

◇
温
泉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
所
長　

高
松
義
幸
〔
建
設
課
課
長
補

佐
兼
管
理
係
長
（
用
地
担
当
）〕

◇
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
次
長
兼
温
泉
保
育
園
長
兼
子
育
て
支

援
部
長　

大
岸
摩
利
子
〔
総
括
主
任
保

育
士
兼
主
任
教
諭
〕
▼
総
括
主
任
教
諭

　

坂
本
み
ち
よ
〔
主
任
教
諭
〕
▼
主
任

保
育
士
兼
主
任
教
諭　

藤
本
裕
子
〔
浜

坂
認
定
こ
ど
も
園
主
任
保
育
士
兼
主
任

教
諭
〕
▼
保
育
士
兼
教
諭　

北
村
恭
子

〔
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
保
育
士
兼
教
諭
〕

◇
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園

▼
所
長
兼
浜
坂
幼
稚
園
長　

松
崎
よ
り

子
〔
大
庭
認
定
こ
ど
も
園
次
長
兼
大
庭

幼
稚
園
長
〕
▼
総
括
主
任
保
育
士
兼
主

任
教
諭　

井
上
玲
子
〔
主
任
保
育
士
兼

主
任
教
諭
〕
▼
主
任
保
育
士
兼
主
任
教

諭　

大
田
鈴
子
〔
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭
〕
▼
保
育
士

兼
教
諭　

小
林
三
奈
子
〔
大
庭
認
定
こ

ど
も
園
保
育
士
兼
教
諭
〕
▼
保
育
士
兼

教
諭　

西
村
侑
奈
〔
採
用
〕

◇
大
庭
認
定
こ
ど
も
園

▼
次
長
兼
大
庭
幼
稚
園
長　

下
田
満
子

〔
浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
総
括
主

任
保
育
士
兼
主
任
教
諭
〕
▼
保
育
士
兼

教
諭　

藤
田
宏
美
〔
採
用
〕

◇
浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
総
括
主
任
保
育
士　

岡
美
由
紀
〔
浜

坂
認
定
こ
ど
も
園
総
括
主
任
保
育
士
〕

◇
生
涯
教
育
課

▼
課
長
兼
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
長

　

太
田
洋
二
〔
社
会
教
育
課
長
兼
加
藤

文
太
郎
記
念
図
書
館
長
〕
▼
副
課
長
兼

人
権
推
進
室
長　

清
水
吉
晴
〔
人
権
推

進
室
課
長
補
佐
兼
文
化
会
館
長
〕
▼
課

長
補
佐
兼
先
人
記
念
館
長　

川
夏
晴
夫

〔
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
兼
先
人
記
念

館
長
〕
▼
社
会
教
育
係
長　

谷
渕
朝
子

〔
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
〕
▼
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係
長　

松
井
博
明
〔
社
会

教
育
課
主
査
〕▼
主
査　

髙
橋
啓
一〔
商

工
観
光
課
主
査
〕
▼
主
査　

西
脇
一
行

〔
社
会
教
育
課
主
査
〕

◇
人
権
推
進
室

▼
課
長
補
佐
兼
文
化
会
館
長　

中
村
完

司
〔
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
（
生
涯
学

習
担
当
）〕

◇
温
泉
公
民
館

▼
課
長
補
佐　

宮
脇
美
智
子
〔
地
域
振

興
課
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
（
温
泉
公

民
館
担
当
）〕
▼
主
査　

乙
野
茂
〔
地

域
振
興
課
主
査
〕

◇
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
係
長　

西
川
茂
代
〔
司
書
〕

◇
農
業
委
員
会
事
務
局

▼
課
長
補
佐　

中
井
秀
忠
〔
税
務
課
課

長
補
佐
兼
収
税
係
長
（
総
括
担
当
）〕

︿　

派　

遣　

﹀

▼
農
林
水
産
課
参
事
（
美
方
郡
広
域
事

務
組
合
派
遣
）　

中
村
和
夫
〔
地
域
振

興
課
長
〕
▼
総
務
課
主
事
（
兵
庫
県
市

町
振
興
課
派
遣
）　

竹
中
学
〔
税
務
課

主
事
〕
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︿　

採　

用　

﹀

▼
歯
科
診
療
所
長　

小
川
真
史

▼
税
務
課
主
事　

株
本
輝
彦

︿　

退　

職　
（
３
月
31
日
付
）
﹀

▼
森
川
剛
志
〔
八
田
診
療
所
長
〕
▼
河

島
規
雄
〔
歯
科
診
療
所
長
〕
▼
中
村
茂

〔
町
民
課
長
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
〕

▼
小
谷
庄
司
〔
健
康
課
長
兼
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
館
長
〕
▼
上
原
夏
美
〔
浜
坂

認
定
こ
ど
も
園
所
長
兼
浜
坂
幼
稚
園

長
〕
▼
稲
木
す
み
江
〔
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
次
長
兼
温
泉
保
育
園
長
兼
子
育
て

支
援
部
長
〕
▼
西
口
正
男
〔
上
下
水
道

課
課
長
補
佐
兼
経
理
係
長
（
水
道
・
温

泉
担
当
）〕
▼
七
理
静
子
〔
福
祉
課
課

長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
〕
▼
田
渕
京

子
〔
健
康
課
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係

長
〕
▼
山
本
順
子
〔
出
納
室
課
長
補
佐

兼
出
納
係
長
（
支
出
担
当
）〕
▼
宮
脇

恵
美
子
〔
八
田
診
療
所
主
査
〕
▼
松
本

明
〔
環
境
セ
ン
タ
ー
浄
化
施
設
主
任
〕

▼
竹
中
美
枝
子
〔
公
立
浜
坂
病
院
診
療

補
助
員
〕
▼
松
岡
泰
三
〔
公
立
浜
坂
病

院
薬
剤
師
〕
▼
岡
坂
浩
一
〔
商
工
観
光

課
商
工
振
興
係
長
（
交
流
担
当
）〕
▼

西
川
暁
美
〔
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
〕

▼
大
庭
認
定
こ
ど
も
園
保
育
士
兼
教
諭

　

藤
田
宏
美

▼
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
保
育
士
兼
教
諭

　

西
村
侑
奈

４月に歯科診療所へ
赴任しました小川で
す。地域の皆様のお
役に立てるよう精一
杯頑張りますのでよ
ろしくお願いします。

町職員としての職責
を認識し自己研鑽を
重ね、町の発展に貢
献できるよう努力し
てまいります。よろ
しくお願いします。

子どもたちが、毎日
楽しく充実した園生
活を送ることができ
るよう精一杯頑張り
ます。どうぞよろし
くお願いします。

元気いっぱいの子ど
もたちが安心して園
生活を過ごせるよう
いつも笑顔を忘れず
頑張ります。よろし
くお願いします。

▼
公
立
浜
坂
病
院
薬
剤
師

　

赤
松
紗
奈
江

明るく笑顔で丁寧な
対応を心掛け、地域
の皆様の健康維持に
少しでも貢献できる
よう精一杯頑張りま
す。

町政のうごきから

町ホームページがスマートフォンに対応しました！

クリーン但馬10万人大作戦 に参加をお願いします

　近年、スマートフォン（スマホ）利用者が急激に増加していることから、
スマホに対応した町ホームページ（スマホ版）を作成しました。
　これまで、町のホームページをスマホで閲覧すると、文字や画像が小さく、
画面を拡大する必要がありましたが、スマホ版では、文字や画像が確認しや
すくなっており、ボタンの誤タッチも少なくなりました。
　使いやすくなったスマホ版の町ホームページをぜひご利用ください。
※スマホで町ホームページにアクセスすると、スマホ版で開きます。ＰＣ版
への切り替えもできます。

◆問合せ　企画課  広報情報係  ℡ 82-5624

　クリーンなまちづくりについて一層意識を高め、地域の皆さんの参加に
よる環境美化を進めるため「クリーン但馬 10 万人大作戦」が開催されます。
今年も多くのご参加をお願いします。
◆とき　４月 21日（日）　雨天決行
　※実施日、時間、場所は各集落で決定しています。
◆問合せ　町民課　環境防災係　℡ 82-5621

▲スマホ版のイメージ
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特に関心のある人権や差別問題は？（上位５位まで）
順位 項　　目  合計 男性 女性

１ 障がい者差別 51.8％ 1 52.7％ 1 50.9％

２ 部落差別 34.6％ 2 37.0％ 3 32.2％

３ 高齢者に関する差別 29.0％ 3 34.4％ 4 23.6％

４ 男女差別 29.0％ 4 25.0％ 2 33.0％

５ 子どもに関する差別 22.1％ 5 21.3％ 5 22.9％
　　新温泉町民の人権に関する意識調査結果から（平成 21 年 1 月実施）

障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立

と
社
会
参
加
を
進
め
よ
う

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
人
々
の

理
解
や
配
慮
は
い
ま
だ
不
十
分
で
あ

り
、
車
い
す
で
の
乗
車
を
拒
否
さ
れ
た

り
、
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
拒
否
さ
れ

る
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」（
等
し
く
生
き
る
社
会
の
実
現
）

を
基
本
理
念
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
が
、
一

緒
に
生
活
し
活
動
で
き
る
社
会
に
し
て

　

普
段
は
な
か
な
か
考
え
る
機
会
も
な
く
、
守
ら
れ
て
い
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
世
の
中
に
は
、
こ
の
「
人
権
」
を
踏
み
に
じ
る
行
為
や
偏
見
・
差

別
が
い
ろ
い
ろ
な
所
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
課
題
に
つ
い
て
は
、
国
は
「
福
島
差
別
」
を
含
め
て
17
の
課
題
を
設
定
し
て

い
ま
す
が
、「
新
温
泉
町
人
権
施
策
推
進
計
画
」
に
お
い
て
は
、
７
つ
の
課
題
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
21
年
１
月
に
実
施
し
た
「
新
温
泉
町
民
の
人
権
に
関

す
る
意
識
調
査
」結
果
の
う
ち
、関
心
の
あ
る
上
位
５
項
目
の
人
権
課
題
に
つ
い
て「
他

人
事
で
な
く
、
自
分
自
身
の
問
題
」
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

　

同
和
問
題
の
解
決
を
阻
ん
で
い
る
大

き
な
要
因
と
し
て
「
予
断
」
と
「
偏
見
」

が
あ
り
ま
す
。
予
断
と
は
、
自
分
で
勝

手
に
こ
う
だ
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。
偏
見
と
は
、
十
分
な
証
拠
も

科
学
的
な
根
拠
も
な
く
、偏
っ
た
見
方
、

考
え
方
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

部
落
差
別
を
存
続
さ
せ
て
い
る
歴
史

的
、社
会
的
背
景
の
問
題
点
を
理
解
し
、

物
事
を
合
理
的
に
判
断
し
て
、
正
し
く

行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
を
大
切
に
す
る　

　
　
　
　

心
を
育
て
よ
う

　

人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢
者
に

対
す
る
暴
力
や
虐
待
な
ど
様
々
な
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
「
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
基
に
ま
だ

ま
だ
社
会
に
貢
献
し
た
い
」、「
地
域
の

人
た
ち
と
交
流
し
、
趣
味
を
楽
し
み
た

い
」
な
ど
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
高
齢

者
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
高
齢
者
を

大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う

よ
う
に
、
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と

ら
え
る
意
識
な
ど
か
ら
生
ず
る
様
々
な

男
女
差
別
は
、
家
庭
や
職
場
で
依
然
と

し
て
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
解
消
も
、
重
要

な
課
題
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
お
い
て
は
、
女
性
と
男
性
が
対
等

の
立
場
で
協
力
し
、
い
き
い
き
暮
ら
せ

る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　

近
年
、
子
ど
も
に
関
す
る
事
件
や
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
陰
湿
な
「
い
じ

め
」、「
体
罰
」、
親
に
よ
る
「
虐
待
」

な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
を
め
ぐ
る
問
題

は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
次
代
の
親
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
の
人
権
に
つ
い
て
真
剣

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

　
　
　

人
権
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
を
め
ざ
し
て

人
権
施
策
推
進
計
画
の
主
な
人
権
課
題

町政のうごきから
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～  めざそう！健康長寿のまち  ～

平成 25 年度  新温泉町健康カレンダー

●健康診査日程

●予防接種
　乳幼児健診事業、乳幼児の予防接種については、年間カレンダーを対象者に配布しています。

内　　容 会　　場 日　　　程

町ぐるみ
　総合健診

基本・肺・胃・大腸・前立
腺・肝炎ウイルス・腹部超
音波・骨粗しょう症
※９月の健診と土日以外は、
歯周疾患検診もあります。

＜浜坂地域＞
　浜坂多目的
　　　集会施設

６月26日（水）・27日（木）・28日（金）・30日（日）、
７月１日（月）、9月25日（水）
※いずれも午前

＜温泉地域＞
　夢ホール

７月５日（金）・６日（土）・９日（火）・10日（水）、
９月25（水）
※９月のみ午後、その他は午前

町内巡回
　 肺 が ん・
　結核検診

肺がん検診車で各地域を巡
回します。

※５月広報に詳細
な場所と日時を
掲載します。

５月29日（水）・30日（木）、６月３日（月）・４日（火）・
26日（水）、７月５日（金）・９日（火）・10日（水）

婦人検診
　乳がん・
　子宮がん

クーポン券の対象の方、和
暦奇数年生まれの方が受診
できます。

※検診申込者には
後日、会場等を
お知らせしま
す。

＜乳がん・子宮がん＞　※いずれも午後
８月20日（火）・28日（水）、９月２日（月）、
10月２日（水）・24日（木）・30日（水）

＜乳がんのみ＞　※いずれも午後
８月30日（金）、９月３日（火）、10月25日（金）

対　　象 回　数 受診方法

日本脳炎

20 歳未満で日本脳炎の接種が
完了していない方
※平成７年４月２日生まれ～平成
19 年４月１日生まれの方は、20
歳未満の間は接種できます。

Ⅰ期初回２回、
　　追加１回
Ⅱ期１回

接種を希望する町内の医療機関に予
約の電話を入れ、予診票と母子健康
手帳を持参してください。

＊町内の医療機関で接種してくださ
い。詳しくは個別通知をご覧くだ
さい。

二種混合予防接種
（ジフテリア・破傷風）

平成 13年４月２日～
　　平成 14年４月１日生まれ １回

麻しん ･ 風疹混合
　　　　　予防接種

平成 19年４月２日～
　　平成 20年４月１日生まれ １回

ヒトパピローマウイル
ス感染症予防接種 中学１年～中学２年相当の女子 ３回

健診を受けて、健康状態を確
認しましょう。生活習慣病予
防と、重症化防止ができます！
今、症状がなくても健診を受
けましょう。

子宮がんは 20 歳、乳がんは
40 歳から増加します。高齢
になっても多いがんの一つで
す。対象の方は、受診しましょ
う。

対象年齢の方は、体調の良い
ときに早めに接種をしましょ
う。

―問合せ―
　健康福祉課　健康推進係　℡ 99-2940
　（保健福祉センターすこや～に内）

保存版
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●各種相談等
　相談には専門家が応じます。家庭内で悩まず、本人、家族の方も気軽にご利用ください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。予約制ですので、ゆっくりと相談できます。

内　　容 会　　場 時　間 予約・問合せ

こ こ ろ の ケ ア
相談

不眠、アルコール問題、閉じこもり傾向、
毎日の生活に充実感がない、食欲がない、
物忘れが目立ってきたので家族が相談し
たい…など。精神科医師による相談

新温泉健康福祉事務所
　または
すこやか～に

午後1時30分～
　　３時30分

健康福祉課
　健康推進係
℡99-2940

保健福祉相談 福祉サービス、就労、生活面の不安等。
相談支援専門員による相談 すこやか～に 午後1時30分～

　　３時30分

健康福祉課
　健康推進係
℡99-2940

ひょうご発達障害
者支援センター
　出張相談

発達障がいのあるご本人、ご家族、関係
施設、関係機関のスタッフなどが対象。
年齢は問いません。心理士による相談

サンシーホール浜坂
　または
すこやか～に

午前10時30分～
午後5時

クローバー
豊岡ブランチ
℡ 37-8006

酒害相談
お酒、アルコールに関する問題をかかえ
る本人および関係者が対象。心理士と精
神障害者相談員による相談

豊岡健康福祉事務所 午後1時30分～
　　4時30分

豊岡健康福祉
事務所
℡26-3672

こ こ ろ の ケ ア
相談（思春期）

思春期の問題を抱える本人または関係者
が対象。大森クリニックの医師による相
談

豊岡健康福祉事務所 午後1時30分～
　　4時30分

豊岡健康福祉
事務所
℡26-3672

若者の心と
　　体の相談

臨床心理士による中学生や高校生など思
春期の若者の心と体の相談 豊岡健康福祉事務所 午後1時30分～

　　4時30分

豊岡健康福祉
事務所
℡26-3672

引きこもりがちな
若者を持つ家族の
交流会

引きこもりがちな若者を持つ家族が豊岡
健康福祉事務所保健師を中心に交流 豊岡健康福祉事務所 午後1時30分～

　　3時30分

豊岡健康福祉
事務所
℡26-3672

精神障害者
　ピアグループ
オアシスたんぽぽ

美方郡在住の精神障害者の自主グループ
による情報交換や交流活動

※内容により会場が
変更

午後2時～
　　3時30分

健康福祉課
　健康推進係
℡99-2940

年間スケジュール
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

こころのケア相談
　★新温泉健康福祉事務所
　◎すこやか～に

28日
（火）
★

30日
（火）
◎

18日
（水）
★

29日
（金）
◎

18日
（火）
◎

保健福祉相談 16 日
（火）

21日
（火）

18日
（火）

16日
（火）

20日
（火）

17日
（火）

15日
（火）

19日
（火）

17日
（火）

21日
（火）

18日
（火）

18日
（火）

ひょうご発達障害者
支援センター
　出張相談

9 日
（火）

14日
（火）

11日
（火）

2日
（火）

6日
（火）

10日
（火）

8日
（火）

12日
（火）

10日
（火）

14日
（火）

4日
（火）

11日
（火）

酒害相談 25 日
（火）

27日
（火）

26日
（火）

25日
（火）

こころのケア相談
（思春期日程あり）

22 日
（月）

10日
（月）

１日
（月）

22日
（木）
思春期

9日
（月）

21日
（月）

28日
（木）

9日
（月）

20日
（月）

27日
（木）
思春期

10日
（月）

若者の心と体の相談 年 6回開催予定

引きこもりがちな若者
を持つ家族の交流会

7 日
（金）

2日
（金）

4日
（金）

6日
（金）

7日
（金）

精神障害者
　ピアグループ
オアシスたんぽぽ

16 日
（火）

21日
（火）

18日
（火）

16日
（火）

17日
（火）

15日
（火）

19日
（火）

17日
（火）

21日
（火）

18日
（火）

18日
（火）
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兵
庫
県
く
す
の
き
賞  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
を
通
し
て
、
こ
こ
ろ

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
る

団
体
に
贈
ら
れ
る
兵

庫
県
「
く
す
の
き
賞
」

を
、
し
お
か
ぜ
グ
ル
ー

プ
（
代
表
：
中
尾
敦
子

さ
ん
、
会
員
９
名
）
が

　

２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
、
町
内
各
小
・
中

学
校
を
卒
業
す
る
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
し
た
卒
業
記
念

給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
、
27
日
に
は
、
夢
が
丘
中
学
校
３
年
生
（
53

人
）
に
レ
ス
ト
ラ
ン
楓
で
但
馬
牛
の
ス
テ
ー
キ
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
温
泉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
㈱
温

泉
町
夢
公
社
が
共
同
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
生
徒
た

ち
は
１
２
０
グ
ラ
ム
の
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
を
美
味
し

そ
う
に
口
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。
両
日
と
も
、
今
回
提
供

さ
れ
た
但
馬
牛
肉
の
生
産
者
の
尾
崎
嘉
孝
さ
ん
（
湯
）
が

訪
れ
、
但
馬
牛
が
世
界
に
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、

今
日
、
感
じ
た
味
を
故
郷
の
味
と
し
て
胸
に
刻
ん
で
ほ
し

い
と
生
徒
に
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。
食
事
を
終
え
た
生

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
は
、
浜
坂
中
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
同
校

３
年
生
（
85
人
）
を
対
象
に
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
給
食
が

提
供
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
献
立
は
、
浜
坂
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
が
２
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
生
徒
が
人

気
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
選
ん
だ

も
の
で
す
。
給
食
の
準
備
を
終
え
る
と
、
生
徒
を
代
表
し

て
給
食
委
員
長
の
浦
田
桃
花
さ
ん
が
、
小
学
校
か
ら
９
年

間
の
感
謝
の
言
葉
を
、
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
に
伝
え
ま
し

た
。
メ
ニ
ュ
ー
に
「
と
り
の
レ
モ
ン
漬
け
」
を
選
ん
だ
生

徒
は
「
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
今
日
は
い
つ
も
以

上
に
美
味
し
い
」と
話
し
、卒
業
ま
で
残
り
わ
ず
か
と
な
っ

た
給
食
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

徒
は
、「
噛
み
切
れ
る
柔
ら
か
さ
で
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と

受
賞
し
、
３
月
23
日
、
じ
ば
さ
ん
但
馬

（
豊
岡
市
）
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
お
か
ぜ
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成
11
年

か
ら
自
主
的
に
役
場
前
の
し
お
か
ぜ
通

り
の
歩
道
の
植
栽
と
清
掃
活
動
を
続
け

て
お
ら
れ
、
花
と
緑
に
よ
る
沿
道
景
観

の
創
造
と
景
観
形
成
に
対
す
る
住
民
意

識
の
高
揚
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
下
旬
開
催

の
麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
、
ガ

ザ
ニ
ア
や
パ
ン
ジ
ー
が
咲
き
誇
り
、
毎

年
、選
手
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

表
彰
を
受
け
た
中
尾
さ
ん
は
、「
草

取
り
を
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
あ
り
が

と
う
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ
が
励
み
に
な
っ
て
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
を
続
け
て
、
今
ま
で
以
上
に
き
れ
い
に
し
た
い
で
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

賞状を手にする中尾敦子さん歩道に咲き誇る花を眺めながらしおかぜ通りを駆け抜けるランナー

思
い
出
に
残
る
卒
業
お
祝
い
給
食

お気に入りのメニューを前に自然と笑顔（浜坂中）

柔らかい但馬牛ステーキを食べてにっこり（夢が丘中）
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　海岸沿いではハマダイコン（浜大根）の花が
盛りを迎えています。
　ハマダイコンはアブラナ科の越年草で、早
春に茎を伸ばし、分枝をしながら高さ 50 ～
80cm に成長し、３月の終わり頃から茎

けい

頂
ちょう

に淡
紅紫色の花を総

そう

状
じょう

につけます。花弁は４枚で内
側に紫色の筋があり、径は２㎝ほどです。種は
5 月の終わり頃に膨らんできますが、１粒づつ
が節で区切られているので、鞘

さや

は不規則にくび
れています。
　ハマダイコンは砂地によく生育しています
が、海近くの荒地や土手沿いでも群生していま
す。毎年、浜坂海岸松林周辺のハマダイコンの
花は、青い海を背に松の緑と白い砂浜によく映
えて、浜坂特有の春の風景を描いてくれます。
　昨年は町の有志団体を中心に、ハマダイコン
の種が東北地方に送られたことが新聞で報じら
れました。津波に襲われた田畑の塩分を抜く試
みの一端を、ハマダイコンが担い、成果をあげ
ているとのことでした。また、有志団体や町の
取組で、浜大根を使用したドレッシングなどの
製品化も試みられているとのこと。多様な将来
性を秘めたハマダイコンは、これから先、私た
ちとの関わりを密にしていく楽しみな野草で
す。
　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

ハマダイコン
（アブラナ科）

 野草散歩（28)

退
職（
失
業
）に
伴
う
国
民
年
金
の
届
出
に
つ
い
て

▼
会
社
等
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
届
出

が
必
要
で
す

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
会
社
等
を
退
職
さ
れ
た

と
き
は
、
第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年

金
等
）
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民

年
金
）
へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、第
３
号
被
保
険
者（
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
）
の
方
も
、
第
３
号
被
保
険
者
か

ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
の
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

‐
届
出
に
必
要
な
も
の
‐

　

年
金
手
帳
、
認
印

▼
退
職（
失
業
）に
よ
る
保
険
料
の
特
例

免
除
制
度

　

退
職
（
失
業
）
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
役
場
に
申
請
し
て
、
所
得
制
限
の

基
準
を
満
た
せ
ば
、
保
険
料
の
全
額
ま

た
は
一
部
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

‐
申
請
に
必
要
な
も
の
‐

　

年
金
手
帳
、
認
印
、
失
業
を
確
認
で

き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
等
の
写

し
）、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
う

ち
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

た
方
が
い
る
場
合
、
そ
の
方
の
平
成
23

年
中
の
所
得
状
況
に
つ
い
て
の
証
明
書

▼
免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
の
追
納

　

追
納
と
は
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除

さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
、
追
納
し
た
期
間
の
年
金
額
の

計
算
が
、
保
険
料
を
通
常
ど
お
り
納
付

し
た
場
合
と
同
じ
と
な
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場

合
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
保

険
料
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め

に
納
付
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
・
届
出
等
窓
口

▪
日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
‐
22
‐
０
９
４
５

▪
役
場
町
民
課　

戸
籍
年
金
係

　

℡
82
‐
５
６
２
１
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加藤文太郎
記念図書館

「４月のおすすめの本」
ご案内

春告鳥
杉本章子 著／文芸春秋

　腕の立つ職人に一目ぼれされて嫁入り
した「お千代」の危機の話。婚家に温か
く迎えられた「咲江」が知ってしまった
夫の秘密の話など、江戸で評判の 1月か
ら 12 月までの生まれ月占いの本をめぐ
る、悲喜こもごもの人情味あふれる 12
の女たちの物語。

体が硬い人のためのストレッチ
　荒川裕志 著／ＰＨＰ

　『体が硬い』と日常の動きがスムーズに
できない、ケガをしやすい、疲れやすい
などいろいろなデメリットがあります。
けれども、柔らかくなればその逆の効果
があります。この本では実際に活用しや
すい、硬い体が気持ちよく伸びて無理な
く柔らかくなる方法を紹介。

500kcal デトックス・ベジべんとう
庄司いずみ 著／主婦の友社

　野菜がいっぱい摂れて余分なものを排
出する、デトックス効果があるお弁当が
毎朝３分で完成。野菜のおかずをこの本
のルールで作れば、ボリューム満点なの
に 500 キロカロリー以内におさまるお弁
当に！きれいと健康を毎日のお弁当から
はじめましょう。

たべるのだいすき  食育えほん２  たけのこ
山本和子 著／チャイルド本社

　春の山菜の中でも、大人気の「たけの
こ」。そのすごいスピードで成長する秘密
や、茹で方からいろいろな料理までをお
いしく紹介。世界や日本のたけのこの物
語やクイズで覚える「たけのこ」の不思
議など食育にも役立ち、楽しみながらチャ
レンジできる絵本。

ゆかいな♪わんころタウン
大島妙子 作／小学館

　いつもどこかで楽しいことがおこって
いる「わんころタウン」。歌の名人で人気
者の『柴犬のおみっちゃん』は、のどじま
ん大会に出場。いっぽう『シベリアンハス
キーのこぜにデカ』はいつも事件探しで大
忙し。犬好きの人も、そうでない人も楽
しめるかわいい犬たちが大活躍する絵本。

   おはなし会　　　　　　　  
　絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単
な折り紙などをします。
◆4月27日（土）　午後2時～
 　『あいうえ　おべんとう』 他
◆5月11日（土）　午後2時～
 　『かえうた　かえうた　こいのぼり』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

※ゴールデンウィーク期間中も通常どおり
開館しています。

移動図書館車運行日の変更
　５月第１金曜日（３日）が祝日のた
め、次のとおり変更します。
◆対象地域
　温泉地域（全域）
◆運行日の変更内容
　5月  3日（金）⇒5月10日（金）第2週
　5月10日（金）⇒5月17日（金）第3週
　5月17日（金）⇒5月24日（金）第4週
　5月24日（金）⇒5月31日（金）第5週

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（4月号） 18

５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

は休館日

４月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30
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砂
地
は
古
来
、
農
業
に
と
っ
て
不
向

き
な
土
地
と
し
て
あ
ま
り
利
用
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
砂
丘
地
の
畑
作
で
は
水

運
び
が
大
変
な
重
労
働
で
、有
名
な「
嫁

殺
し
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
砂
丘
で
は
、
こ
れ
を
克
服
す
る

た
め
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
開
発
さ

れ
、
果
樹
や
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
栽
培
な
ど
鳥

取
の
代
表
的
な
農
業
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
で
は
川
の
氾
濫
で
で
き
た
高
末
や

二
日
市
、
福
富
、
岸
田
川
河
口
部
の
砂

地
で
あ
る
清
冨
な
ど
で
畑
作
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

砂
地
は
根
菜
類
に
適
し
て
い
る
た

め
、
大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
サ

ツ
マ
イ
モ
、
ネ
ギ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

農
業
に
は
厄
介
な
砂
も
、
京
丹
後
市

の
掛か
け

津づ

で
は
工
業
原
料
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
建
築
材

砂
地
と
そ
の
活
用

H25（2013）.4.11

広報しんおんせん（4月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　

　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 35

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
内
の
「
砂
地

と
そ
の
活
用
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。自然堤防の畑（福富）

砂地の畑（清富）

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
Ｒ
さ
ん
（
80
歳
）
女
性

　
「
１
か
月
前
に
注
文
を
受
け
た
健
康

食
品
を
明
日
代
引
き
で
送
る
」
と
電
話

が
あ
っ
た
。
注
文
し
た
覚
え
が
な
い
と

伝
え
る
が
「
注
文
を
受
け
た
控
え
が
あ

る
。
商
品
は
発
送
す
る
」
と
一
方
的
に

電
話
を
切
ら
れ
た
。

　

健
康
食
品
の
代
金
を
支
払
い
、
受
け

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

■
受
け
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い　

　

注
文
し
た
覚
え
が
な
い
商
品
を
送
り

つ
け
ら
れ
る
被
害
が
、
昨
年
秋
こ
ろ
か

ら
全
国
的
に
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
い
場
合
は

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
断
っ
て

も
商
品
が
送
り
付
け
ら
れ
た
場
合
は
、

宅
配
業
者
に
受
取
拒
否
を
伝
え
ま
し
ょ

う
。　

　

承
諾
を
し
て
い
な
い
の
に
一
方
的
に

商
品
を
送
り
付
け
ら
れ
て
も
、
支
払
う

必
要
は
な
く
受
け
取
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。

■
電
話
で
承
諾
し
て
し
ま
っ
て
も
…

　

電
話
で
勧
め
ら
れ
承
諾
し
て
し
ま
っ

て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
で
注

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

送
り
つ
け
商
法
に
よ
る
被
害
が
全
国
で
急
増
し
て
い
ま
す
！

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
海
砂

は
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
建
築
材

と
し
て
は
不
向
き
の
よ
う
で
す
。

文
を
取
り
消
す
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
、
早
急
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
族
が
間
違
っ
て
受
け
取
ら

な
い
た
め
に
、
話
し
合
っ
て
お
く
と
良

い
で
し
ょ
う
。

■
強
引
な
手
口
も
あ
り
ま
す

　

断
る
と
「
注
文
を
録
音
し
た
も
の
が

あ
る
」、「
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
支
払
え
」、

「
裁
判
を
す
る
。
家
財
の
差
押
え
を
す

る
」
な
ど
と
脅
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
消
費
生
活
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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まちの求人案内

－問合せ－
　　  ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
　　  ハローワーク香住　℡（0796）36-0136
　　  ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
　　  サンシーホール浜坂　 ℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 25年３月 25日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）
㈱コメリ 農業アドバイザー 不問 170～ 200

（浜坂地域）
㈱隆栄水産 営業 不問 190～ 300
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 127
㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250～ 400

山陰道路㈱ 建築施工管理 不問 180～ 220
土木技術者 64以下 176

㈲山米鮮魚 水産加工員 45以下 150～ 200
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215
㈱たじみや 事務職 45以下 200～ 400
株本建設工業㈱ 土木技術者 59以下 165～ 308
㈲アートライフ タニタ 販売配送員 不問 170～ 210
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 45以下 160～ 250
山陰造園土木㈱ 作業員 35以下 150～ 250
乙野運送㈱ 運転手 不問 157～ 288
森下板金店 建築板金工 35以下 161～ 345

㈱岡坂組 土木施工管理 不問 255～ 310
土木作業員 不問 176～ 198

㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 160～ 260
㈱田中建設 土木作業員 不問 176～ 220
㈲山本工務店 型枠大工 不問 154～ 330
㈲ダイワ自動車 営業 40以下 150～ 200
㈱ハマサカ建設コンサルタント 現場技術者 不問 300～ 400
兵庫県中小企業団体中央会 高校体験就業

コーディネーター 不問 150
（温泉地域）

㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64以下 169～ 289
事務職 64以下 129～ 146

㈱井筒屋 客室係 60以下 231～ 256

全但バス㈱
バス運転手 不問 183～ 184
事務員 35以下 149～ 167
嘱託事務員 不問 122～ 129

㈱朝野家 予約係 不問 140～ 150
販売係 不問 140～ 150

立道建設㈱ 土木作業員 59以下 192～ 238
ケービックス㈱ 業務リーダー 不問 170～ 230
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 45以下 135～ 170
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 介護員 不問 157～ 177
㈱西沢製作所 溶接工 不問 129～ 140

㈱寿荘
フロント 59以下 150～ 200
事務職 59以下 132～ 150
客室係 不問 198～ 242

㈱光商会 スタンド業務 不問 140～ 200

井上自動車整備㈱ 自動車整備士 35以下 130～ 170
自動車鈑金工 35以下 130～ 170

㈲但馬ビーフはまだ 精肉加工販売 不問 150～ 380

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～ 2,100
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18以上 750～ 1,000

（浜坂地域）

㈱メフォス 病院給食調理補助 59 以下 750
給食調理補助 59 以下 750

㈱隆栄水産 販売補助 不問 800～ 950

㈱マルワ渡辺水産
惣菜係 不問 950～ 1,000
レジ係 不問 950～ 1,000
配達業務 不問 900～ 1,000

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850～ 1,500

㈱トヨダ
販売員 不問 749～ 799
販売員 18以上 749～ 1,049
惣菜担当 不問 749～ 799

㈲山米鮮魚 加工員 不問 750～ 850

㈱コメリ 販売員 不問 800
販売員 不問 750～ 780

㈱マル海渡辺水産
販売員 不問 750～ 1,000
フロアースタッフ 不問 750 ～ 1,000
調理補助 不問 750～ 1,000

さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000～1,200
ゴダイ㈱ 販売員 不問 750～ 938
㈱川嶋建設 事務員 不問 750～ 850
㈱白バラドライ 包装分類配送 不問 900～ 950

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 18 以上 800～ 900
㈱コメリ 販売員 不問 750

㈱井筒屋
料飲係 不問 950
朝食係 不問 900～ 950
施設係 不問 850

湯快リゾート㈱ ナイトフロント 不問 800～ 1,000
運転手 不問 800～ 1,063

社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 910

㈱たむら 接客業務 不問 750 ～ 800

㈱西沢製作所 溶接工 不問 770
現場事務 不問 750

ひょうたん 接客業務 不問 750 ～ 900
いなば酒販㈲ レジ係 不問 750
㈱但馬寿 菓子製造 不問 900
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広報しんおんせん（4月号）

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

平
成
25
年
度
新
温
泉
町
農
作
業
等
標
準
料
金
の
お
知
ら
せ

平成 25 年度新温泉町農作業等標準料金（単位：円）
作　業　区　分 標準金額 備　　考

農作業日給（実働８時間、技術作業は別料金） 8,000

作　業　区　分 10 アール当り金額 備　　考整備田 左記以外

耕うん

１回目 7,000 8,000
２回目（２番すき） 5,000 6,000
代かき 9,000 10,000

湛水あらしろ同時 13,500 16,000 荒おこしと代かき
を同時にする場合

ディスク耕うん 7,000 8,000
機械田植え 8,300 9,400 補植は含まず。
農薬散布（パイプダスターによる機械防除） 2,000 3,000 農薬代は別

刈取作業

バインダー作業（刈倒し・紐代含） 9,000 10,000 すみ刈含まず。委
託者立会

（倒伏、湿田は２～
５割増）
生籾運搬は別料金

コンバイン作業 21,000 23,000

脱穀作業（ハーベスタ）
１日８時間 15,000

あぜぬり（機械作業で１m 当り） 100

育苗

（１箱当り）

硬化苗 661（運賃 89 円別）
JA に準ずる。

（予約外は別料金）緑化苗 556（運賃 89 円別）
発芽苗 420（運賃 63 円別）

乾燥（生籾・コンバイン袋）10㌃当り 14,000 １袋 700 円
籾摺り（30㎏） 500
※整備田とは、基盤整備されたほ場をいいます。

　　　　農地の賃借料情報（10 アール当たり）

地域名
田（水稲） 畑（野菜）

平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円） 筆数 平均額

（円）
最高額
（円）

最低額
（円） 筆数

浜坂地域 7,395 15,000 6,000 21 8,000 8,000 8,000 1 

温泉地域 5,238 8,300 2,000 26 － － － －

町平均 6,202 － － （合計）47 8,000 － － （合計）1 
▪上記以外に、農地を無料で借りる使用貸借権により、町全域で田が 37筆、畑が１
筆貸借されています。

▪この情報はあくまでも参考ですので、実際の賃貸借においては、貸し手と借り手双
方で協議して決定してください。

　

農
地
の
賃
借
料
情
報

　

平
成
24
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締

結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る

賃
借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
新
温
泉
町
農
作
業
等
標
準
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
こ
の
料
金
は
標
準
で
あ
り
、
ほ
場
の
形
状
、
土
質
、
進
入
難
易
度
等

に
違
い
が
あ
る
の
で
、
当
事
者
双
方
の
話
し
合
い
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

美
方
郡
広
域
事
務
組
合　
　

平
成
25
年
産
水
稲
共
済

共
済
金
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
産
水
稲
共
済
に
お
け
る
主

食
用
米
の
単
位
当
た
り
共
済
金
額
（
被

害
時
に
補
償
さ
れ
る
１
㎏
当
た
り
の
金

額
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
最
高
額
（
１
９
３
円
）
以
外
を
選
択

す
る
場
合
の
手
続

　

５
月
7
日
ま
で
に
、『
農
作
物（
水
稲
）

共
済
単
位
当
た
り
共
済
金
額
個
人
選
択

申
出
書
』
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
注
意
点

◇
低
い
金
額
を
選
択
す
る
と
被
害
の
際

の
共
済
金
が
少
な
く
な
り
、
十
分
な

補
償
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◇
損
害
防
止
事
業
助
成
金
の
額
が
選
択

さ
れ
た
単
位
当
た
り
共
済
金
額
に
応

じ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。

※
最
高
額
（
１
９
３
円
）
を
選
択
す
る

場
合
に
は
手
続
不
要
で
す
。

▼
問
合
せ

　

美
方
郡
広
域
事
務
組
合　

共
済
課　

　

℡
92
‐
２
４
１
０

平成 25 年産
水稲共済

単位当たり
共済金額

最高額 193 円

その他の
選択できる金額
174 円、154 円
135 円、116 円
  97 円
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　３月２日、岸田川漁業協同組合によるヤマメの放流が、
鐘尾地区の岸田川で行われ、鐘尾区民約 25人が参加し
ました。同地区では、国道９号線歩道設置に伴う護岸整
備工事が行われており、川の環境をよくしたいと施工業
者から提供を受けたヤマメ約 300 匹を放流しました。
　同漁協の杉谷勉組合長は「みなさんと共に岸田川の自
然環境を守っていきたい」と参加者に語っていました。
放流には地区の小学生も参加し、元気に泳いでいくヤマ
メの姿を見つめていました。

岸田川クリーン作戦

魚がすむ豊かな川づくり　ヤマメの放流

　河川の環境保全と不法投棄撲滅を目指して、３月 16
日、岸田川河口付近で「岸田川クリーン作戦」を実施し、
約 110 人の住民の皆さんに参加いただきました。福富
橋から岸田川河口までの約４㎞の河川敷には、空き缶や
ペットボトル、発泡スチロールなどのほか、テレビや自
転車なども捨てられており、回収されたごみは約 700
㎏に上りました。４月 21日には、「クリーン但馬 10万
人大作戦」が各地区で開催されます。引き続き、環境美
化活動にご協力をお願いします。

　３月３日、夢ホールでステージオペレータークラブ主
催の「第 14回夢ホール歌声広場」の決勝大会が開催さ
れました。大会には、地元をはじめ町外からも多くのカ
ラオケ愛好家が参加。２月24日の予選大会（53名参加）
を勝ち抜いた 24名は、華やかなステージ衣装を身にま
とい、自慢の歌声をホールに響かせていました。
　審査委員長の同クラブ北村長治会長は、「参加の皆さ
んがとても上手で、審査に苦労します」と来場者に胸の
内を明かしていました。

自慢の歌声を披露　夢ホール歌声広場

H25（2013）.4.11

広報しんおんせん（4月号）

　３月 10日、浜坂の中井ちか江さんが満百歳の誕生日
を迎えられ、岡本町長と岡本社会福祉協議会事務局長、
田中すこやかクラブ会長が、お祝いの額や記念品、花束
を贈って長寿をお祝いしました。
　規則正しい生活に心がけてこられた中井さん。読書が
好きで、新聞は一日かけて読まれます。長寿について、
ご家族と 115 歳を目指そうと話しているそうです。「家
族がとても大切にしてくれるのでそれが嬉しい」と日ご
ろの感謝の気持ちを話されました。

100 歳おめでとうございます
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フラワーアレンジメントに子どもたちが挑戦

　春の訪れとともに、但馬牧場公園で飼育している動物
たちの出産が始まりました。現在、ヤギ２頭が生まれ、
飛び跳ねたり、母親の母乳を飲んだりとかわいい姿を見
せて、来園者の人気を集めています。
　２月下旬に白色のザーネン種の「ゆきちゃん」、３月
上旬に茶色のヤクシマ種の「うめちゃん」が生まれまし
た。２頭の赤ちゃんは小動物舎で飼育されていますが、
人に慣れ、安全を確認した後、動物ふれあい広場に放さ
れ、来園者と自由にふれあいができる予定です。

牧場公園で動物のかわいい赤ちゃん誕生

まちの話題
すけっちしんおんせ

ん
すけっちしんおんせ

ん

広報しんおんせん（4月号）

バランスのよい全身運動 ノルディック・ウォーク講習会

　３月 16日、加藤文太郎記念図書館で小学生を対象に
した子ども体験教室を行いました。今回は「フラワーア
レンジメント」に 15名の児童が挑戦。講師の冨岡美奈
子さん（浜坂）にアレンジのポイントや茎の切り方など
を教わりながら、赤とピンクのカーネーションや白い小
花をたくさん咲かせたかすみ草を使って、春らしいアレ
ンジを行いました。浜坂北小学校３年生のネルケ恵さん
は、「アレンジのコツがわかって面白かった。帰って机
に飾りたい」と笑顔で話していました。

　３月 23日、24 日の２日間、浜坂多目的集会施設で、
町文化協会会員交流会が華やかに開催されました。会員
相互の交流と、文化活動のすそ野を広げる目的に開催さ
れているもので、約 500 人の参加がありました。
　初日から２日間、作品展が開催され、短歌や書道のほ
か、山桜やつばきなどの盆栽、生花などの作品を展示。
２日目にはお茶席が無料で振る舞われたほか、舞台では
コーラス、舞踊、傘踊りなど日ごろの練習の成果が披露
され、会場から惜しみない拍手が送られていました。

町文化協会会員交流会　日ごろの成果を披露

　３月31日、スポーツクラブ21はまさかと加藤文太郎
山の会の共催で、２本のポールを使ったウォーキングの
「ノルディック・ウォーク講習会」が開催されました。ノ
ルディック・ウォークは、体の約90％の筋肉を使うバ
ランスの良い運動で、健康づくりやダイエット、リハビ
リテーションなどに取り入れられています。
　22人の参加者は、浜坂すこやか広場で動作の指導を
受けた後、城山園地までの片道約２㎞のコースを自分に
合ったスタイルで歩き、さわやかな汗を流していました。
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ご
案
内

広報しんおんせん（4月号）

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

玉
川
兄
弟
写
真
展

　

鐘
尾
出
身
で
神
戸
市
在
住
の
玉
川
博

教
さ
ん
、
正
さ
ん
兄
弟
の
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
で
16
回
目
と
な
る
こ

の
写
真
展
は
、
ご
兄
弟
が
但
馬
を
は
じ

め
全
国
の
風
景
な
ど
の
写
真
を
撮
り
続

け
た
中
か
ら
、
選
り
す
ぐ
り
の
作
品
約

40
点
を
展
示
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

▼
と
き　

４
月
28
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　

５
月
19
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
は
開
館
）。
最

終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

作
品
展
示
者
の
募
集

　

あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ

ん
か
。「
一
度
記
念
に
個
展
を
開
い
て

み
た
い
」、「
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
作

品
を
発
表
し
た
い
」
な
ど
、
そ
の
よ
う

な
ご
希
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内　

▼
展
示
期
間　

２
週
間
程
度　

※
相
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
利
用
料　

無
料

▼
対
象　

町
内
外
を
問
わ
ず
、
個
人
、

グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ど

な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

▼
内
容　

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
営
利
目
的
の
展
示
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

※
対
応
可
能
な
協
力
は
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
看
板
、
展
示
準
備
等
）

※
展
示
作
品
の
破
損
等
に
関
す
る
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

―
問
合
せ
―

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93
‐
０
８
８
８

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬　
　

認
証
15
周
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

今
年
で
15
回
目
と
な
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
収
益

金
は
地
域
社
会
福
祉
や
奉
仕
活
動
に
活

用
し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
29
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ（
豊
岡
市
）

▼
問
合
せ

　

藤
原
裕
子
バ
ザ
ー
委
員
長

　

℡
０
９
０
‐
２
５
９
９
‐
５
７
６
６

山陰海岸ジオパーク

写真コンクール入賞作品展
山陰海岸ジオパークの魅力をテーマとした写真コン
クールの入賞作品 21 点を展示します。京丹後市か
ら鳥取市までの迫力ある写真をご覧ください。
◆と　き　４月 20日（土）～５月 10日（金）
　　　　　午前９時～午後５時　（火曜日休館）
◆ところ　山陰海岸ジオパーク館
◆入場料　無料

◆問合せ　山陰海岸ジオパーク館　℡ 82-5222

（特選）天使の舞　香美町

（入選）猿壺の滝　新温泉町

（入選）光跡　新温泉町

昨年の玉川兄弟写真展



25 広報しんおんせん（4月号）

H25（2013）.4.11

お
知
ら
せ

下
水
道
使
用
料
の　
　

　
　
　
　
　

減
免
申
請

▼
減
免
対
象
者　

次
の
各
地
域
の
住
宅

の
う
ち
、
住
民
票
が
あ
っ
て
も
進
学

や
単
身
赴
任
、
施
設
入
所
な
ど
で
長

期
に
わ
た
り
不
在
の
方

◇
浜
坂
地
域　

一
般
住
宅

◇
温
泉
地
域　

地
下
水
や
山
水
を
下
水

道
に
排
水
し
て
い
る
一
般
住
宅

▼
必
要
な
も
の　

①
印
鑑
、
②
不
在

者
の
現
住
所
が
書
か
れ
て
い
る
も
の

（
メ
モ
な
ど
）

▼
注
意
点

◇
減
免
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を

希
望
の
場
合
は
４
月
30
日
（
火
）
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
で

す
。
平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
減
免

を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申
請

が
必
要
で
す
。

◇
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

上
下
水
道
課　

経
理
係

　

℡
82
‐
３
１
１
４

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
事
業

（
助
成
金
）

　

県
民
グ
ル
ー
プ
、
民
間
団
体
な
ど
が

「
伝
え
る
」「
備
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
発
信
し
、
日
々

の
生
活
の
中
で
減
災
に
取
り
組
む
「
災

害
文
化
」
の
定
着
に
貢
献
す
る
事
業
に

助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
事
業　

震
災
で
学
ん
だ
教
訓

の
継
承
、
災
害
へ
の
備
え
や
対
応
に

つ
い
て
の
実
践
、
復
興
の
過
程
で
積

み
上
げ
た
経
験
の
継
承
や
発
信
な
ど

を
目
的
に
県
内
で
実
施
さ
れ
る
講
演

会
、
防
災
訓
練
な
ど

▼
助
成
額　

定
額
助
成

◇
地
域
事
業　

２
～
50
万
円

◇
全
県
事
業　

５
～
１
０
０
万
円

▼
対
象
期
間　

７
月
～
10
月
の
間
に
開

始
さ
れ
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

に
完
了
す
る
事
業

▼
募
集
期
間

　

５
月
１
日
（
水
）
～
20
日
（
月
）

※
11
月
～
３
月
に
開
始
す
る
事
業
は
別

途
募
集

▼
問
合
せ

▪
但
馬
県
民
局
企
画
防
災
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
１
６

▪
県
復
興
支
援
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
９
８
４

県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業

　

県
で
は
、
県
民
緑
税
を
活
用
し
、
住

民
団
体
や
土
地
所
有
者
な
ど
が
実
施
す

る
植
樹
や
芝
生
化
な
ど
の
緑
化
活
動
に

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
経
費

①
一
般
緑
化
（
植
栽
・
生
垣
等
）

②
校
園
庭
・
ひ
ろ
ば
の
芝
生
化

③
駐
車
場
の
芝
生
化

④
屋
上
緑
化
・
壁
面
緑
化
に
要
す
る
経

費
※
補
助
対
象
、
補
助
限
度
額
な
ど
を
事

業
別
に
定
め
て
い
ま
す
。

▼
対
象
区
域
・
規
模

◇
住
民
団
体　

都
市
計
画
区
域
全
域
、

緑
条
例
「
さ
と
の
区
域
」、「
ま
ち
の

区
域
」
な
ど
（
平
成
25
年
度
か
ら
拡

大
）：
30
㎡
以
上

◇
個
人
・
法
人　

緑
条
例
「
ま
ち
の
区

域
」
な
ど
：
１
０
０
㎡
以
上

▼
募
集
期
限　

12
月
２
日
（
月
）

▼
問
合
せ　

建
設
課　

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

※
事
業
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

献血は、かけがえのない命を救います。
皆さんのご協力をお願いします。

月　日 献血会場 受付時間

  ４月17日（水）浜坂多目的集会施設 10:00 ～ 11:30
12:30 ～ 15:00

  ５月17日（金）㈱たじみや 10:00 ～ 11:30
浜坂町漁協 13:30 ～ 15:30

  ６月20日（木）日本精機宝石工業㈱ 10:00 ～ 11:30
たじま農協浜坂支店 13:30 ～ 15:30

  ７月11日（木）夢ホール 10:00 ～ 11:30
12:30 ～ 15:00

  ８月21日（水）浜坂多目的集会施設 10:00 ～ 11:30
12:30 ～ 15:30

  ９月18日（水）上島プロパン㈱ 10:00 ～ 11:30
浜坂保健センター 13:30 ～ 15:30

 10月17日（木）㈱ナカケー白川店 10:00 ～ 11:30
フジコン食品㈱ 13:30 ～ 15:30

 11月 ３日（日）夢ホール   9:30 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30

 12月18日（水）浜坂多目的集会施設   9:30 ～ 11:30
12:30 ～ 15:30

 ３月 ３日（月）夢ホール 10:00 ～ 11:30
12:30 ～ 15:30

◆問合せ　健康福祉課　健康推進係　℡ 99-2940

平成25年度 新温泉町管内献血実施計画
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上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

春
の
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
・
山
開
き

　

自
然
復
元
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深

め
る
春
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
参
加
費

◇
４
月
27
日
（
土
）　

　
　

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

　
【
内
容
】
山
開
き
（
山
焼
き
作
業
）

　
【
参
加
費
】
無
料

◇
４
月
28
日
（
日
）

　
　

午
前
9
時
～
午
後
４
時

　
【
内
容
】
ブ
ナ
の
育
樹
と
植
樹
作
業
・

昼
食
交
流
会
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど

　
【
参
加
費
】
大
人
５
０
０
円
、
小
中

学
生
３
０
０
円

募　

集

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

か
ら
お
知
ら
せ

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
４

月
27
日
（
土
）
～
５
月
６
日
（
月
）
は

休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

※
５
月
３
日
（
金
）
の
町
民
優
待
日
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
５
月
14
日
（
火
）
～
16
（
木
）
は
休

館
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

　

℡
92
‐
２
０
０
２

鳥
獣
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
育
成

ス
ク
ー
ル
第
５
期
生
募
集

　

鳥
獣
被
害
対
策
の
担
い
手
で
あ
る
狩

猟
者
の
減
少
と
高
齢
化
対
策
と
し
て
、

新
し
い
狩
猟
者
の
確
保
と
育
成
を
目
的

に
開
校
し
ま
す
。

▼
ス
ク
ー
ル
の
内
容

◇
６
月
～
２
月
に
約
８
日
間
の
講
習
会

（
被
害
対
策
・
資
格
取
得
等
に
関
す

る
座
学
、
わ
な
猟
・
銃
猟
実
習
な
ど
）

◇
受
講
料
は
無
料

▼
入
校
者
の
要
件

◇
但
馬
地
域
に
現
住
所
が
あ
り
、
20
歳

～
概
ね
50
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

◇
狩
猟
免
許
を
既
に
所
持
し
て
い
る
、

ま
た
は
平
成
25
年
度
に
取
得
予
定
で

あ
る
こ
と

◇
猟
銃
所
持
許
可
証
を
取
得
済
み
、
ま

た
は
取
得
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

▼
募
集
期
限　

５
月
31
日
（
金
）

▼
問
合
せ　

但
馬
県
民
局　

朝
来
農
林

振
興
事
務
所　

森
林
林
業
課

　

℡
（
０
７
９
）
６
７
２
‐
６
８
８
２

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原

　
（
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
集
合
）

▼
持
ち
物　

軍
手
、
雨
具
、
長
靴
、
着

替
え

▼
募
集
人
数　

先
着
50
名

▼
そ
の
他　

天
候
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館　
　
　

山
歩
き
体
験
講
座（
春
）参
加
者
募
集

　

陰
山
道
大
さ
ん
（
栃
谷
）
を
講
師
に

迎
え
、「
山
を
歩
い
て
身
も
心
も
健
康

に
」
を
テ
ー
マ
に
新
緑
の
高
巻
城
跡
を

歩
き
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
頃

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

▼
行
程　

図
書
館
発
→
（
バ
ス
移
動
）

→
七
釜
→
高
巻
城
跡
（
山
頂
）
→
下

山
→
（
バ
ス
移
動
）
→
図
書
館
着

▼
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

▼
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
（
小
学
生

は
、
保
護
者
の
同
意
書
が
必
要
）

▼
募
集
人
員　

25
人
程
度

▼
協
力　

加
藤
文
太
郎
山
の
会

▼
持
ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
雨
具
、
タ

オ
ル
、
手
袋
な
ど
（
登
山
靴
着
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。）

▼
募
集
期
限　

５
月
７
日
（
火
）

▼
問
合
せ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

青
い
鳥
学
級
学
級
生
と　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

視
力
に
障
が
い
を
も
つ
方
々
が
学
習

す
る
「
青
い
鳥
学
級
」
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
～
12
月（
年
６
～
８
回
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
、

町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▼
対
象　

町
内
在
住
で
、
視
力
に
障
が

い
の
あ
る
成
人
の
方

▼
学
習
内
容　

地
域
交
流
、野
外
学
習
、

　

遠
足
、
講
習
会
な
ど

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中　

学
級
生

の
介
添
え
、
活
動
の
手
伝
い
を
し
な

が
ら
、
楽
し
い
学
び
の
場
を
つ
く
り

ま
す
。
視
覚
障
が
い
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル

プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で
、
基

礎
知
識
、
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切　

各
５
月
14
日
（
火
）

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課

　

℡
82
‐
５
６
２
９
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網戸、障子の張り替え・家具の配置換え・家内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利用いただけます。[ 新

温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 30 円や、材料費等は別途金額となります。
（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 　事前予約をお願い致します。（お見積もり無料）

＊昨今のガソリン代高騰のため、燃料代が上がりました。
お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　担当者直通電話　080-1908-5829　

【広告】

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

カ
メ
ラ
講
座
生
募
集

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
機
能
や
写
真
の

撮
り
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。
写
真
に
興

味
が
あ
る
方
、
経
験
の
な
い
方
も
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。（
参
加
無
料
）

▼
と
き　

６
月
、
８
月
、
10
月
、
２
月

の
年
４
回

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

写
真
の
撮
り
方
や
カ
メ
ラ
の

機
能
の
習
熟
、
デ
ジ
カ
メ
と
パ
ソ
コ

ン
の
活
用
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
の
現

地
撮
影
（
カ
メ
ラ
遠
足
）

▼
募
集
期
限　

５
月
31
日
（
金
）

▼
問
合
せ　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

℡
93
‐
０
８
８
８

但
馬
夢
シ
ナ
リ
オ
募
集
中

　

あ
な
た
が
取
り
組
ん
で
い
る
夢
や
こ

れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る

夢
、
ま
た
、
こ
ん
な
夢
が
但
馬
で
実
現

し
た
ら
い
い
な
と
思
う
夢
を
「
但
馬
夢

シ
ナ
リ
オ
」と
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

４
月
30
日
（
火
）

※
但
馬
夢
シ
ナ
リ
オ
の
実
現
を
支
援

す
る
助
成
事
業
の
募
集
も
あ
わ
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
情
報
掲
載
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

但
馬
県
民
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

eb.pref.hyogo.lg.jp/
tjk02/sinario/bosyu2.htm

l

▼
問
合
せ
・
資
料
請
求　

但
馬
県
民
局

県
民
協
働
室
ビ
ジ
ョ
ン
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
１
５

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

▼
と
き　

５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
出
演
者
募
集

　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ン
ド
（
ド
ラ

ム
ス
は
含
ま
な
い
）、
ゴ
ス
ペ
ル
、
各

種
ダ
ン
ス
、も
の
ま
ね
、手
品
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
募
集
組
数　

20
団
体
（
個
人
）
程
度

▼
参
加
料　

１
０
０
０
円

▼
応
募
締
切　

５
月
３
日
（
金
）
必
着

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▼
募
集
内
容
・
出
店
料　

◇
車
乗
り
入
れ
ブ
ー
ス　

　
　

１
４
０
組　

５
千
円
（
先
着
順
）

◇
手
持
ち
ブ
ー
ス

　
　

48
組　

２
千
５
百
円
（
先
着
順
）

▼
参
加
資
格　

18
歳
以
上

　

出
店
規
約
が
厳
守
で
き
る
方

▼
応
募
締
切　

５
月
15
日
（
水
）
必
着

▼
応
募
方
法　

ま
ず
電
話
で
空
き
状
況

　

を
確
認
後
、予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

―
問
合
せ
―　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
各
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

広報しんおんせん　　
　　　　有料広告募集

　毎月２回発行している町広報紙「広
報しんおんせん」に掲載する有料広告
を募集しています。
◇広告のサイズ　
　・１種　縦 5.4㎝×横 17.8㎝
　・２種　縦 5.4㎝×横 8.8㎝
◇広告掲載料　広報しんおんせんと同
お知らせ版を１組として１回につき
　・１種　18,000 円
　・２種　10,000 円
　※町内業者は上記に 0.8 を乗じた額
◇掲載基準　
　　町が定める基準によって、掲載で
　きない広告があります。詳細は、お
　問い合わせください。
　　　　　　―問合せ―
　企画課　広報情報係　℡ 82-5624

ご愛顧いただき、ありがとうございます。

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝きり・
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４月号
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住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

H25（2013）.4.11

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1	
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

うぶごえ

ご結婚おめでとう

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

2 月 16 日～ 3 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 夫婦の氏名 届出日

住　所 氏　　名 保護者 出生日

固定資産税・軽自動車税
第１期

納期限　４月 30 日（火）
　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。

税務課　℡ 82-3113

●まちのうごき●　
　4月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,161 人 （－ 95）

　男 7,699 人 （－ 30）

　女 8,462 人 （－ 65）

世帯数 5,841 世帯 （－   6）

―問合せ―  県立但馬牧場公園　℡ 92-2641

　但馬牧場公園の 2013 年春
のオープニングイベント。但
馬ビーフの試食（100 円。先
着 100 名）やウサギレース、
ストラックアウトゲームを開
催しますので、ぜひご来場く
ださい。

但馬牧場公園

春の装いフェア
４月 21 日（日）午前 10 時 30 分～


